
 News Release  

2011年11月29日 

株式会社 エイアンドピープル 

日本初 ビジネス向け無料英文自動診断サービス「イングリッシュ・リーダビリティ・アナライザー」 

ビジネス向けに作成した英文を無料で診断！ 
あなたが作成したビジネス文書の伝わりやすさがすぐわかる、改善のポイントもわかりやすく可視化！ 

アニュアルレポートなど IR ツールを中心に翻訳サービス、通訳派遣を行なっている株式会社エイアンドピープル＇本社：

渋谷区恵比寿、代表取締役社長：浅井満知子（は、この度、英語を使用するビジネスマンへの支援システムとして、定量

的に英文の読みやすさを判断する「イングリッシュ・リーダビリティ・アナライザー」＇以下、ER アナライザー（の機能を大幅

にグレードアップし、11月30日より公開いたします。このERアナライザーは、2010年１2月より無料で提供してきた旧バ

ージョンを改良し、「診断結果の可視化」により、より使いやすく改訂し、機能をグレードアップしたものです。 

■ 開発の背景 
 不安？作成した英語書類は世界で通用するのか 
英語の企業内公用語化や海外進出企業の増加など、企業のグローバル化は益々加速しており、日本の企業内において

の英語の使用頻度は年々増加傾向にあります。しかし、作成した英文書類が国際的なビジネスシーンで通用するかを確

認するためには、これまで翻訳会社などに添削や翻訳を有料で依頼することがほとんどで、気軽に使用できる無料診断

ツールはありませんでした。特にリーマンショック以降、経費削減で外部委託を抑制する企業が増えたことで、企業間の

英文レベルの差が目立つようになってきています。また、ある程度の英語力を持ちながらビジネスで活かすことができな

い、との相談が多く寄せられることから、当社ではビジネスで英語を使用するビジネスマンや英語学習者のために“定量

的に英文を判断できるツール”としてこの「イングリッシュ・リーダビリティ・アナライザー」を開発、昨年12月より試験運用

を開始し、約1年にわたる運用の中で、クライアント様をはじめとするユーザーの方々からいただいた様々なご意見を基

に改善を重ねてまいりました。 

 平易なプレインイングリッシュが今世界の主流 
近年海外では、「プレインイングリッシュ」が推奨されており、より平易で理解しやすい英語が好まれる傾向にあります。

実際、世界の英語人口は約21億人と言われていますが、ネイティブ＇英語を母国語としている国（はそのうち19.0％に過

ぎず、英語利用者のほとんどが非ネイティブで占められています＇文部科学省中央教育審議会・外国語専門部会資料

2006より（。今後更にグローバル化が加速し、英語スキルの必要性が高まる中、ビジネスシーンにおける「プレインイン

グリッシュ」の需要はさらに増えて行くことが予想されます。 

 なぜ？プレインイングリッシュとは 

わかりやすい日常表現で、法律・専門用語はもちろん、受動態や二重否定も使用しない平易な英語のことを差します。英

語を母国語としている人なら誰が聞いてもわかるレベルを基準とし、アメリカの高校入学者が理解できるレベルを指して

います。米国では証券取引委員会＇SEC（が自国企業などに対し、「プレインイングリッシュ」を使用した情報開示を義務付

けています。日本には1994年、英語教育者のケリー伊藤氏らが初めて紹介し、2000年頃から注目され始めました。 

■ 翻訳市場について 

◎ 市場規模 

翻訳白書 2006年度＇JTF 日本翻訳連盟 作成（によると、翻訳市場

規模は約2,000億円と言われています。事業会社は約2,000社とされ、

ほとんどが小規模事業者となっております。また事業会社に所属しな

いフリーランスの翻訳者も約3万人が活動しています。 

◎ 主なサービスの現状 
webサービスの「エキサイト翻訳」に代表される無料の翻訳ツールは

多々開発され利用されています。しかし、「ERアナライザー」のように

英文の読みやすさ、理解しやすさといった「英文診断サイト」のサービ

ス提供を無料で行なっているのは、国内では当社と青山学院大学の

みで、ビジネス用の診断サイトは日本で当社のみが提供しています。 

■ サービスの概要 

サ ー ビ ス 名 ： English  Readability  Analyzer 

＇イングリッシュ・リーダビリティ・アナライザー（  

PC 必要環境 ： [Windows] IE6～9、Chrome15、Firefox8   

[Mac]Safari5.1.1、Chrome、Firefox7  

想定利用者 ： 上場企業の IR担当者 

翻訳者または翻訳者を目指している方 

英語を使うビジネスマンなど 
※ ERアナライザー画面 [画像はイメージです] 

詳しい解説は次頁に！ 

 

http://www.a-people.com/index.html


■ 特徴 

当社「イングリッシュ・リーダビリティ・アナライザー」の特長を分解して解説しました。 

サイトURL ： http://www.a-people.com/readability/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 各指標について 

 

 

 

 

 【読みやすさレーダー指標】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．ひと目でわかる 

「読みやすさレーダー」 

指標＇「各指標について」参照（ごとに診

断結果を表示。当社最低基準と比べる

ことにより、どこをポイントに修正が必

要か、ひと目で確認することができま

す。 

 FKG：フレッシュ・キンケイド・グレードレベル Flesch-Kincaid Grade Level 

フレッシュ・リーディング・イーズ・フォーミュラを使いやすくしたもので、教師による教科書の選定など広く使われています。 

本指標は、米国の学年制度で表され、スコアが8であれば、その英文は米国の平均的な8年生＇日本の中学2年生（が理解でき

るとされています。 

 
 CLI ： コールマン・リアウ・インデックス  Coleman-Liau Index  

コールマン・リアウ・インデックスの特徴は、単語の難易度を計るのに音節数で

はなく文字数をカウントする点です。その正確性には異論もありますが、コンピ

ュータプログラムでは音節よりも文字数をより正確に計算できるため、1つの指

標として参考になります。 

 

 ARI ： オートメーティッド・リーダビリティ・インデックス  Automated Readability Index  

技術資料やマニュアル用に設計された指標で、本来は米国陸軍で使用する文書用に作成されました。コールマン・リアウ・ 

インデックス同様、音節の要素については考慮されていませんが、1つの指標として参考になります 

 SMOG ： SMOGインデックス  SMOG Index 

ヘルスケア関連資料に広く利用されている指標です。 

 

 GFI ： ガニング・フォッグ・インデックス  Gunning Fog Index  

幅広い読者層が対象となる文章では、一般的に本指標が 12 以下とされてお

り、一般的な読者に向けて英文が書かれているかどうかを確認する指標です。

ただし、3 音節以上の単語でも、意味的には平易なものもあるため、正確性は

限定されます。 

 

 FRE ： フレッシュ・リーディング・イーズ・フォーミュラ  Flesch Reading Ease Formula 

＇指標：0～100点で表され、点数が高いほど読みやすい（ 

点数が高いほど、読みやすく、理解しやすい英文、逆に点数が低いほど、読みにくい英文であることを示します。一般に、米国の

官公庁では、文書作成時に本指標のターゲット値が指定されており、フロリダ州では、生命保険証書の内容は 45 点以上であるこ

とが義務付けられています。＇『リーダーズ・ダイジェスト』は65点、『タイム誌』は52点。（ 

５．米国の標準指標もチェックできる 

この指標は米国の官公庁で文書作成

時に基準とされている数値で、英文全

体の読みやすさを総合的に評価する指

標です。 

１．作成した英文をすぐに解析 

英文を入力＇または作成した英文をコピ

ー＆ペースト（し、「診断」ボタンを押す

とすぐに結果を見ることができます。 

２．英文レベルをチェック 

作成した英文のレベルを一言で解説し

ています。 

３．指標ごとの点数を一覧で表示 

指標別に点数を一覧表示し、英文全体

の読みやすさを学年レベル別に表示し

ています。アメリカの学年制度＇小学 1

年生は 1、中学 1 年生は 7（を元にした

診断結果です。 



【会社概要】 

エイアンドピープルは、国内外のよりすぐりの翻訳者をネットワーク化し、世界各国の主要言語に対応した翻訳・通訳

サービスを提供しています。また、専門的な英語力を生かし、IRツールの翻訳や、HP・会社案内などの各種原稿、ツ

ールの作成等を行なっております。 

グローバル化が進む中、ひとつの原本を複数の言語に翻訳する多言語翻訳にも対応しており、世界で活躍する多く

の企業様にもご活用いただいております。 

会 社 名 ： 株式会社 エイアンドピープル 

代 表 者 ： 代表取締役 社長  浅井 満知子 

創 立 ： 1998年10月30日 

資 本 金 ： 1,000万円 

本社所在地 ： 東京都渋谷区恵比寿西1-3-10  ファイブアネックスビル7F ＇〒150-0021（ 

事 業 内 容 ： ・翻訳/技術翻訳 

・IRツール企画制作・デザイン・制作 

・通訳派遣、国際会議運営 

・ローカライゼーション 

・マニュアル、取扱説明書の企画制作 

加盟業界団体 ：  ・日本IR協議会 

・MCPC＇モバイルコンピューティング推進コンソーシアム（賛助会員 

U R L ： http://www.a-people.com 

 

【社名の由来】 

A&Peopleの“A”は「Ability＇能力（」と「Asia＇アジア（」の意味を持ち、“People”は私たちス

タッフと、翻訳者・通訳、そしてお客様を指しています。コーポレートマークは、サービス

ポリシーでもある「A shining piece」が、輪状に重なり合い、一つの円を形成し、幾重に

も広がる様を表しており、お客様と共に成長し輝き続けたいと願う気持ちを込めていま

す。 

【サービスポリシー】～A shining piece～ 

この一片は不変性のシンボル、自然界からヒントを得ました。鮮やかな赤は「猩々緋色」。

戦国武将が好んだ生命力あふれる情熱の色です。アジアでは幸運色で、活動と創造の

源の色とされています。 

【会社沿革】 

1998年 10月  中目黒にて、＇有（エイアンドピープル設立 

2000年  9月  株式会社エイアンドピープルに組織変更 

オフィスを恵比寿に移転 

2002年  9月  中国上海に競争力強化のための拠点を設立 

ハンソン社との合併会社設立、社名：A&People Business Consulting、資本金： 200,000米ドル 

2006年  1月  中国上海臧鴻貿易有限公司と提携契約を締結 

2007年  7月  当社HP内で「People」連載開始 

2007年  8月  中国上海にて日本情報誌「Live！Tokyo」を発行開始 

2008年  1月  アメリカ企業と戦略的パートナーシップ提携 
2008年  9月  日本IR協議会に IR支援会社として会員登録 

2010年12月   「イングリッシュ・リーダビリティ・アナライザー＇English Readability Analyzer（」試験運用開始 

2011年11月   「イングリッシュ・リーダビリティ・アナライザー＇English Readability Analyzer（」本格運用開始 

 

 

 

【お問い合わせ先】 

○エイアンドピープルの事業内容については下記までご連絡ください。 

エイアンドピープル  担当：橘川＇きつかわ（ TEL：03-5428-5668 mkitsukawa@a-people.com  

○ニュースレターの内容については下記までご連絡ください。 

広報代行：PR会社 アネティ 担当：大石    TEL：03-5475-3488 oishi@anety.biz  
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